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青梅市子ども読書活動推進事業講演会  

前沢明枝氏講演会 
ま え ざ わ  あ き え  

子どもの心の物語『エルマーのぼうけん』が生まれるまで  

【講演内容】 

作家ルース・S・ガネットさんとのインタビューをもとに書かれた『「エルマー

のぼうけん」をかいた女性ルース・S・ガネット』 のお話を中心に、現在のガネ

ットさんとのエピソードなど、写真をまじえてお話していただきます。  

ガネットさんの生涯をたどりながら、名作『エルマーのぼうけん』がどのよう

にして誕生したのかをひもときます。  

▼日時 

2022 年 11 月 19 日(土) 

14：00～15：00（開場 13：45）  

●書籍販売・サイン会予定 

 

会場：青梅市中央図書館  多目的室 

定員：60 名（先着・申込制） 

対象：一般 

入場無料 
 

※なるべく公共交通機関をご利用ください  

【プロフィール】 

前沢明枝（まえざわ あきえ） 

翻訳家。ウェスタンミシガン大学で英米文学、ミシガン大学大学

院で言語学を学び、帰国後は海外の絵本や児童文学の紹介・翻訳

に力を入れる。現在は、大学で翻訳と英語を教える。  

著書に『「エルマーのぼうけん」をかいた女性ルース・Ｓ・ガネッ

ト』（福音館書店）など。訳書に『家出の日』（産経児童出版文化

賞推薦、徳間書店）『野生のロボット』、『帰れ野生のロボット』

（福音館書店）、『ぼくだって  とべるんだ』（ひさかたチャイルド）

『女王さまのワードローブ』（ BL 出版）、『アメリカ児童文学の歴

史― 300 年の出版文化史』（監訳・原書房）など多数。東京都在住。 

▼予約  

10 月 19 日（水） 

9：00 から電話受付 

中央図書館 ℡22-6543 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

多読で外国語に挑戦！ 

多読おすすめ資料（中央図書館所蔵本） 

 

 

多読とは、簡単に言えば本をたくさん読む勉強法のことをいいます。本なら何でも

いいというわけではなく、興味のある勉強したい言語で書かれている本や、習得した

いジャンルの本を選ぶ必要があります。 

多読で外国の言語の習得にチャレンジするとき必要なルールに「辞書を使っては

いけない」「返り読みをしてはいけない」というものがあります。多読は外国語を日本

語に変換して理解するのではなく、外国語を外国語のまま読み進めることで文法や

単語に多く触れ慣れていくことが目的です。読めない単語や文章が出てきてもその

ときは読み飛ばし、１冊通して読み終わってから気になる単語や文法について調べま

しょう。 

多読のスタートには、長篇の難しい物語や経済の本などより、知っている童話が

外国語に翻訳されたものや絵本など子ども向けの本を使ってみてはいかがでしょう

か？外国語で書かれた本は、中央図書館 3 階ティーンズコーナー横の「（Ｇ）外国

本コーナー」にございます。是非ご利用ください。 

No .36  

・学習法  

830.7 ト 「図書館多読のすすめかた」西澤 一／編著  

830 ベ  「英語は多読が一番!」クリストファー・ベルトン／著  

・絵本  

ＧＥＴ 「モチモチの木  英語版」滝平二郎／絵 

ＧＥＹ 「Still  stuck（もうぬげない）」ヨシタケシンスケ／絵 

Ｅ イ  「どこへいくの?ともだちにあいに!」いわむらかずお／作 

Ｅ カ 「はらぺこあおむし 英語でもよめる」エリック・カール／作  

・物語  

Ｇ913.6 Ｎ 「KOKORO 英訳『こゝろ』」夏目漱石／著 

Ｇ913.6 Ｄ 「スペイン語で味わう太宰治短編集」太宰治／著 

Ｇ933.7 Ｒ 「Harry Potter and the philosopher's stone」 

／J.K. Rowling 



  

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

青梅市図書館おすすめ資料 

中央図書館の４階には、青梅市や他の自治体に関する「地域行政資料」や地域の歴史をテーマ

とした「郷土資料」の他に、調べ物に使う「参考図書」を所蔵しています。  

2 階の新聞・雑誌、視聴覚資料や 3 階の一般書、児童書に比べて、手に取っていただく機会の

少ない参考図書ですが、新しく中央図書館で購入した資料をご紹介します。  

------------------------------------------------------------------------- 

『気象年鑑 2022 年版』 

気象庁／監修  気象業務支援センター／発行  

2021 年 1～12 月の毎日の天気図をはじめ、世界・日本の天候、主要地の気象記録など

が掲載されています。「生物季節」としてうめやさくらの開花日の他、あじさいの開花

日、いちょうとかえでの黄（紅）葉日の記録もあります。さくらの開花前線や紅葉前線

が毎年マスコミで話題とされるのを見ても、季節がいつも通りに移り変わるかどうかは

多くの人が気になるところのようです。地震や火山活動、大雨、台風といった脅威につ

いても記録・分析が行われています。日本は外国に比べて自然災害が発生しやすい国土

です（※）。災害の様子が毎年記録されているこの資料は起きた事柄を次世代に伝えてい

くために不可欠な一冊といえるかもしれません。  

また冒頭では、「顕著な大雨に関する気象情報について」と「気候変動の現状と今後の予

測」という、現在国内や世界で課題となっている事柄について気象庁の専門家による論

述があります。身近にある花がいつ咲いたかという記録から、地球全体の様子をとらえ

た記述まで、一冊の中に大変多くの情報がまとめられています。機会があればぜひお手

に取ってみてください。  

 

※参考にした資料  

『防災白書  平成 18 年版』内閣府／編  ｐ 32「１災害を受けやすい日本の国土」  

『国土交通白書  2020』国土交通省／編  ｐ48「5 自然災害の頻発・激甚化」  

一般財団法人国土技術研究センター「自然災害の多い国  日本」  

https://www.jice.or. jp/knowledge/japan/commentary09  

 

このほかにも中央図書館には、通常書店では目にすることのない資料があります。ご来

館の際にはぜひ 4 階まで足をのばしてみてください。  

中央図書館新着参考図書  

『ぼく モグラ キツネ 馬』 
チャーリー・マッケジー /著  川村  元気 /訳  

出版：飛鳥新社    

 2021.03 726 .6 マ  

所蔵：中央  青梅  

 

 

私事になりますが、一目惚れをして買ってしまった本

です。今でいう映える装丁ではないのですが、繊細だ

けど勢いと優しさを感じるクロッキー。落ち着きと深

みのある色合い。ページをめくるとレトロな色合いに

楽譜もある素敵な見開き。そして「名は体を表す」で

はないですが書かれている文字が味わい深いのです。

この本の内容が心に染み てきます。いたってシン プ

ル。的を射ている。訳は「君の名は」の製作者川村元

気さん。癒されたい方、良かったら、ぜひ手にとって

みて下さい。  

『泣くな道真』 
澤田  瞳子／著  

出版：集英社    

 2014.06  B913.6 サ  

所蔵：小曾木  

 

タ イ ト ル のとおり菅原道 真を主人公に据えた小説 で

す。道真は右大臣だったときに大宰府に左遷させられ

ました。この話は道真が左遷先についたときから始ま

ります。異国の香が漂う大宰府で、道真は当初悲憤慷

慨するばかりでしたが、龍野保積（たつののほづみ）

というやる気のない役人や恬子（しずこ）という内裏

で女房仕えをしていた美 女らと交流するうちに生 き

生きとした姿を取り戻していきます。物語の背景には

正確な時代考証があり、大宰府の様子や当時の人々の

姿などを想像しながら興 味深く読み進めることが で

きます。いわゆる「時代小説」はあまり読まないとい

う方にもおすすめです。  



 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青梅市図書館カレンダー  

令和４年（2022）年 10月～12月  
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編集・発行 青梅市中央図書館 青梅市河辺町１０－８－１ 電話０４２８－２２－６５４３ 

青梅市図書館ホームページ https://www.library.ome.tokyo.jp/ 

今後の主な行事予定（中央図書館） 

新型コロナウィルス感染拡大防止のため青梅市図書館で 

開催するイベントについては、 

今後の状況により変更となる場合があります。 

詳しくは図書館ホームページ等でお知らせいたします。  

３か月児～４歳児向けのおはなし会 

☆おはなし会 『絵本の森』 ： 毎月第２土曜日 １１：００～ 
対象：３か月児～４歳児と保護者   

☆ちっちゃいこのおはなし会 ： 毎月第４日曜日 １１：００～ 
対象：３か月児～４歳児と保護者 

（会場：おはなしの部屋 定員：１０組） 
 

☆ひとりじめおはなし会 ： 毎月第１・３日曜日  
①１１：００～ ⓶１１：２０～ ③１１：４０～ 
対象：３か月児～未就学児と保護者 

（会場：おはなしの部屋 先着 1組） 
４歳児以上のおはなし会 
☆おはなし会 ： 毎月第４土曜日 １１：００～ 
対象：４歳児以上   

☆おはなしにちようピーナッツ ： 毎月第２日曜日 １１：００～ 
対象：４歳児以上 

（会場：おはなしの部屋 定員：１５名） 

☆・・直接会場へお越しください…☆ 

 

○小学生以上おはなし会 ： １０月２２日（土） １５：００～ 
対象：小学生以上 

（会場：おはなしの部屋 先着１５人） 

○中央図書館映画会 ： 第４日曜日 １４：００～ 

１０月３０日 「怪盗グルーの月泥棒」  

（会場：多目的室 定員：６０名） 

○青梅市子ども読書活動推進事業講演会  

前沢明枝氏講演会 ： １１月１９日(土) １４：００～１５：００ 

申込み：１０月１９日（水）からお電話で先着順。 

（会場：多目的室 定員：６０名） 

 

◆中央図書館３階展示 
「あなたはどっち派」  ９月２２日（木）～１１月１４日（月） 

（会場：中央図書館３階特設展示コーナー） 
◆ティーンズコーナー展示 
「涼秋の怪談」  

９月２２日（木）～１１月１４日（月）    

（会場：中央図書館３階ティーンズコーナー） 

図書館ナンプレ 
【１】どのタテ一列にも１～９の数字が

1個ずつ入ります 

【２】どのヨコ一列にも１～９の数字が

１個ずつ入ります 

【３】区切られた３×３のブロックに１

～９の数字が１個ずつ入ります 
９5号の答え 

本を読む前、読んだ後 

せっけんで手洗いをお願いします 

中央図書館のみ ９：００～１７：００開館 


